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S
C
は
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
略
称
で
す
。

S
C
J
は
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
略
称
で
す
。
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◉
ハ
イ
チ
共
和
国

子
ど
も
は
約
4
3
0
万
人
。
総
人
口
の
半
数

近
く
を
占
め
ま
す
。
出
生
1
0
0
0
人
あ
た

り
72
人
が
5
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ず
に
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
に
通
う
年
齢
の
子
ど

も
の
半
数
が
学
校
に
通
え
て
い
ま
せ
ん
。
貧
富

の
差
が
激
し
く
、総
人
口
の
80
%
が
1
日
2

ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
い
ま
す
。（
出
典：The 

State of W
orld’s Children 2010

ほ
か
）

◉
ハ
イ
チ
で
の

　
セ
ー
ブ・
ザ・チ
ル
ド
レ
ン
の
活
動

1
9
7
8
年
か
ら
S
C
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
が
多
発
す

る
ハ
イ
チ
で
、こ
こ
数
年
は
地
域
に
密
着
し
た

防
災
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
保
護
や
奨
学
金
の

提
供
、地
域
の
教
育
や
医
療
の
充
実
、

H
I
V
・エ
イ
ズ
の
拡
大
防
止
や
感
染
者
の
ケ

ア
、貧
困
家
庭
の
家
計
支
援
、ハ
イ
チ
政
府
へ

の
働
き
か
け
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

原稿を400字程度にまとめて、郵便か電子メールでお送りください。氏名とご職業の明記をお願いします。なお原稿は返却いたしません。掲載の場合は
一部編集させていただくことがあります。実名掲載が不可の際、一筆お書き添えください。送り先は裏表紙、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン ニュースレター
編集係。 メールアドレスはvoice@savechildren.or.jpです。いただきました個人情報は責任を持って厳重に管理させていただきます。

　

5
月
1
日（
土
）〜
5
日（
水・祝
）の
5

日
間
、「
第
11
回
10
ヵ
国
大
使
夫
人
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
」が
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
す
。今
年
も
本
イ
ベ
ン
ト
の
収
益

の
一
部
を
S
C
J
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

す
。さ
ら
に「
10
ヵ
国
料
理
フ
ェ
ス
タ
」等

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
東
京
で
お
過
ご
し
の
方
は
、

こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
8
日
、ブ
ル
ガ
リ
よ
り
、ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ズ・ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
結
果
、1
5
4
万
6
6
0
0
ド

ル（
約
1
億
4
3
0
0
万
円
／
2
0
0
9

年
12
月
時
点
）の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。昨
年
の
寄
附
総
額
9
0
0
万

ド
ル（
約
8
億
3
7
0
0
万
円
相
当
）は

S
C
のRew

rite the Future

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、紛
争
下
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
年
も
引
き
続
き
S
C
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
Ｓ
Ｃ
で
は
、今
回
お
伝
え
し
た
ハ

イ
チ
支
援
に
加
え
、昨
年
12
月
か
ら
続
く

モ
ン
ゴ
ル
の
雪
害
、そ
し
て
今
年
2
月
に

発
生
し
た
南
米
チ
リ
の
大
地
震
に
対
し

て
も
緊
急
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。チ
リ

地
震
の
緊
急
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご

支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
か
ら
、今

回
も
多
大
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
こ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
チ
ャ
イ
ル
ド・ラ
イ
ツ・セ
ン

タ
ー
は
、「
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会

に
個
人
が
申
し
立
て
で
き
る
制
度
を
作

ろ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や
児
童
ポ
ル
ノ

等
禁
止
法
改
正
案
の
成
立
に
向
け
た
ロ

ビ
ー
活
動
な
ど
、国
内
外
の
子
ど
も
の

権
利
の
実
現
に
向
け
た
国
政
へ
の
働
き

か
け（
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
）に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
政
府
へ
の
要
望
書
提
出
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
状
況
な
ど
、詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最近の出来事＆お伝えしたいこと

「みんなの声」
募集

　
い
つ
も
ご
支
援
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
大
滝
さ
ま
か
ら
の
お
便
り
、ス

タ
ッ
フ
の
励
み
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。最
近

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
露
出
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
全
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」で
、生
の
映
像
は
、

言
葉
を
ど
ん
な
に
尽
く
す
よ
り
も
影
響
力

が
あ
り
ま
す
。映
像
で
伝
え
る
広
報
の
努
力

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震源地
2010年1月12日
16時53分発生
マグニチュード7.0

首都ポルトープランス

ドミニカ
共和国レオガン

ジャクメル

SC事務所の所在地。被害の大きかった地域でもある。
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「安全に暮らせる場所がすべての人に見つかりますように」そう願ったのは、ハイチの「チャイルド・フレンドリー・スペース」に遊びに来ているミシュカ、
11歳。表紙の写真の女の子です。ミシュカは「自分は幸せだ」と言います。「住んでいた家にはもう住めないし、大切にしていたお人形も全部なくし
てしまったけれど、それでも家族は全員生きているし、夜はテントで体を休めることが出来るから」だそうです。「みんなが幸せになりますように」と
祈るミシュカ。ハイチにはきっと、彼女のように優しい心を持った子どもたちがいっぱいいるんだろうな、と思いました。 岡田茜（SCJスタッフ）

【この冊子について】

© Louise Dyring Nielson/SC Denmark

印刷協力：日興製版印刷株式会社
発行：社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン　〒101-0047 東京都千代田区内神田2-8-4 山田ビル4F
ご支援に関するお問い合わせ：03-6859-0068（平日 9：30-18：00）

これまでの主な支援実績（2010年3月31日時点）

これからハイチでは、雨季と多発するハリケーンなどの自然災害で、被災状況が深刻化することが心配されています。また避難民の大規模な移動
が起こっており、今回の地震で影響を受けない地域やハイチ国民はいないとも言われています。セーブ・ザ・チルドレンは、被災した子どもやその
家族に対し、これまでの緊急支援を続けると同時に、長い目で見た復興支援を計画、教育や生活の立て直しをサポートしていきます。

●食糧 250,000人以上に配給。食糧セットの内容は、米、豆、塩、食用油など。
●シェルター・生活必需品 7,500世帯以上にビニールシートなど避難生活に必要な資材、衛生用品、その他の生活必需品を配布。
●保健・栄養 巡回診療チームが23,000人以上の患者を診察。16張りの授乳用ベビーテントを設置。
●水・衛生 221,000人に飲み水など生活用水を支給。設置した仮設トイレ560基、水浴び場349ヶ所、手洗い場101ヶ所。
●子どもの保護 35ヶ所にチャイルド・フレンドリー・スペースを設置。他、家族の再統合の支援。
●教育 ハイチ教育省をサポート。倒壊した学校の調査を実施。仮設学習スペース設置と学用品の配布など。
●生計支援 地域復興に向けた被災者へ仕事を提供。2,500人が瓦れきの撤去作業、雨水の排水路整備などに参加。




